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1.  平成24年3月期第3四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

(注)「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末少数株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。 
 

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第3四半期 39,809 △0.4 7,215 △3.4 3,324 △7.5

23年3月期第3四半期 40,005 △1.5 7,474 34.3 3,596 14.4

（注）包括利益 24年3月期第3四半期 2,694百万円 （55.7％） 23年3月期第3四半期 1,730百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第3四半期 17.46 17.45
23年3月期第3四半期 18.61 18.60

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期第3四半期 2,569,204 131,142 4.9 662.84
23年3月期 2,449,055 130,317 5.1 649.24

（参考） 自己資本   24年3月期第3四半期  126,034百万円 23年3月期  125,466百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 3.00 ― 3.00 6.00
24年3月期 ― 3.00 ―

24年3月期（予想） 3.00 6.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

経常収益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 50,700 △3.6 6,800 7.5 3,300 24.4 17.38



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期3Q 193,936,439 株 23年3月期 193,936,439 株

② 期末自己株式数 24年3月期3Q 3,794,932 株 23年3月期 688,016 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期3Q 190,365,934 株 23年3月期3Q 193,259,206 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 
(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

経常収益は、貸倒引当金戻入益の計上が寄与したものの、貸出金や有価証券の利回り低下による資金運用

収益の減少や、有価証券売却益の減少がこれを上回ったことから、前年同期比１億９千６百万円減少し、398

億９百万円となりました。また、経常費用は、経費や貸倒引当金繰入費用などが減少したものの、株式償却

など有価証券関係の損失増加がこれを上回って、前年同期比６千２百万円増加し、325 億９千３百万円とな

りました。 

この結果、経常利益は前年同期比２億５千９百万円減少し 72 億１千５百万円、四半期純利益は前年同期比

２億７千２百万円減少して 33 億２千４百万円となりました。 

 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

総 預 金(譲渡性預金を含む。) 

個人預金の増加を主因に、前年同期末比 943 億円増加し２兆 3,615 億円となりました。 

貸 出 金 

事業先向けおよび地公体向け貸出が増加したことを主因に、前年同期末比 771 億円増加し１兆 4,396 億円

となりました。 

有価証券 

前年同期末比 184 億円減少し、9,284 億円となりました。 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間の経常利益ならびに四半期純利益は、平成 23 年 11 月 10 日に公表した平成 24

年３月期の連結業績予想値を既に上回っておりますが、今後の証券市場の動向や与信関係費用の増減など不

確定要素が大きいことを考慮し、現時点で業績予想の修正はありません。 

 

２．サマリー情報（その他）に関する事項 
追加情報 

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準） 

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更および過去の誤謬の訂正から、「会計上の変

更及び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第 24 号平成 21 年 12 月４日）および「会計上の変更及

び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 24 号平成 21 年 12 月４日）を適用し

ております。 

なお、「金融商品会計に関する実務指針」（日本公認会計士協会会計制度委員会報告第 14 号）に基づき、

当第３四半期連結累計期間の「貸倒引当金戻入益」および「償却債権取立益」は、「その他経常収益」に計

上しておりますが、前第３四半期連結累計期間については遡及処理を行っておりません。 

 

（従業員持株会信託型 ESOP における会計処理について） 

当行は、平成 23 年３月 22 日開催の取締役会決議に基づき、当行従業員持株会を活用し、福利厚生の拡充

を目的としたインセンティブ・プランとして「従業員持株会信託型 ESOP」を導入しております。 

「従業員持株会信託型 ESOP」で設定した信託（以下、「持株会信託」という。）による当行株式の取得・

処分については、当行が持株会信託の債務を保証しており、経済的実態を重視した保守的な観点から、当行

と持株会信託は一体であるとする会計処理を行っております。したがって、持株会信託が所有する当行株式

や持株会信託の資産および負債ならびに収益および費用についても四半期連結財務諸表に含めて計上してお

ります。なお、当第３四半期連結会計期間末に持株会信託が所有する当行株式数は 3,124,000 株であります。 

 

（法人税率の変更等による影響） 

「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成 23

年法律第 114 号）および「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関す

る特別措置法」（平成 23 年法律第 117 号）が平成 23 年 12 月２日に公布され、平成 24 年４月１日以後に開

始する連結会計年度から法人税率の引下げおよび復興特別法人税の課税が行われることとなりました。これ

にともない、繰延税金資産および繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は従来の 40.4％から、平成 24

年４月１日に開始する連結会計年度から平成 26 年４月１日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時

差異等については 37.8％に、平成 27 年４月１日に開始する連結会計年度以降に解消が見込まれる一時差異

等については 35.4％となります。この税率変更により、繰延税金資産は 171 百万円増加し、法人税等調整額

は 460 百万円増加しております。再評価に係る繰延税金負債は 318 百万円減少し、土地再評価差額金は同額

増加しております。また、その他有価証券評価差額金は 704 百万円増加し、繰延ヘッジ損益は 72 百万円減少

しております。 
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

資産の部   

現金預け金 99,565 51,368

コールローン及び買入手形 16,724 61,950

買入金銭債権 34,919 50,289

商品有価証券 3 －

金銭の信託 － 17

有価証券 873,841 928,478

貸出金 1,394,596 1,439,606

外国為替 606 263

その他資産 21,329 26,999

有形固定資産 22,159 21,690

無形固定資産 2,903 2,381

繰延税金資産 5,929 4,855

支払承諾見返 8,802 8,793

貸倒引当金 △32,229 △27,405

投資損失引当金 △97 △83

資産の部合計 2,449,055 2,569,204

負債の部   

預金 2,180,591 2,197,467

譲渡性預金 86,526 164,102

コールマネー及び売渡手形 748 14,007

債券貸借取引受入担保金 8,683 10,035

借用金 8,734 17,243

外国為替 18 14

その他負債 15,088 17,005

役員賞与引当金 20 10

退職給付引当金 5,996 6,207

役員退職慰労引当金 42 49

睡眠預金払戻損失引当金 362 317

偶発損失引当金 525 550

再評価に係る繰延税金負債 2,594 2,258

支払承諾 8,802 8,793

負債の部合計 2,318,737 2,438,062

純資産の部   

資本金 14,100 14,100

資本剰余金 6,271 6,271

利益剰余金 92,762 94,876

自己株式 △365 △1,079

株主資本合計 112,769 114,168

その他有価証券評価差額金 10,667 9,506

繰延ヘッジ損益 △905 △950

土地再評価差額金 2,936 3,309

その他の包括利益累計額合計 12,697 11,865

新株予約権 28 37

少数株主持分 4,823 5,070

純資産の部合計 130,317 131,142

負債及び純資産の部合計 2,449,055 2,569,204
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第３四半期連結累計期間 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

経常収益 40,005 39,809

資金運用収益 27,127 26,606

（うち貸出金利息） 18,397 17,730

（うち有価証券利息配当金） 8,453 8,259

役務取引等収益 4,795 4,817

その他業務収益 5,940 5,843

その他経常収益 2,142 2,542

経常費用 32,531 32,593

資金調達費用 2,600 2,456

（うち預金利息） 1,964 1,610

役務取引等費用 1,610 1,704

その他業務費用 4,031 5,591

営業経費 21,906 20,744

その他経常費用 2,383 2,097

経常利益 7,474 7,215

特別利益 4 －

固定資産処分益 2 －

償却債権取立益 1 －

その他の特別利益 0 －

特別損失 391 280

固定資産処分損 105 99

減損損失 285 181

税金等調整前四半期純利益 7,087 6,935

法人税、住民税及び事業税 2,737 678

法人税等調整額 510 2,685

法人税等合計 3,248 3,363

少数株主損益調整前四半期純利益 3,838 3,572

少数株主利益 241 247

四半期純利益 3,596 3,324
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 四半期連結包括利益計算書 
 第３四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 3,838 3,572

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △2,001 △1,152

繰延ヘッジ損益 △106 △44

土地再評価差額金 － 318

その他の包括利益合計 △2,107 △877

四半期包括利益 1,730 2,694

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,491 2,438

少数株主に係る四半期包括利益 238 256
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(3) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

当行は、第１四半期連結会計期間に持株会信託を設定し、当行従業員持株会に取得させる当行普通株式

3,715,000 株を取引市場より取得いたしました。 

主としてこの要因により、当第３四半期連結会計期間末において、自己株式が 713 百万円変動しております。 

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高（百万円） 14,100 6,271 92,762 △365 112,769

当第３四半期連結会計期間末まで 
の変動額（累計） 

 

 剰余金の配当 ― ― △1,149 ― △1,149

 四半期純利益（累計） ― ― 3,324 ― 3,324

 自己株式の取得 (注)１ ― ― ― △864 △864

 自己株式の処分 (注)２ ― ― △7 150 143

 土地再評価差額金の取崩 ― ― △54 ― △54

当第３四半期連結会計期間末まで 
の変動額（累計）合計 

― ― 2,113 △713 1,399

当第３四半期連結会計期間末残高
（百万円） 

14,100 6,271 94,876 △1,079 114,168

(注)１．自己株式の取得864百万円は、持株会信託による当行株式の取得862百万円および単元未満株式の買取による

増加２百万円であります。 

２．自己株式の処分150百万円は、持株会信託による当行株式の売却137百万円、ストック･オプションの権利行

使にともなう減少10百万円および単元未満株式の売却による減少２百万円であります。 
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(参 考)平成２４年３月期 第３四半期決算の状況 
 
1. 損益の状況(単体) 

 

(単位：百万円) 

 
 

当第3四半期(A)
(平成24年 3月期)

前第3四半期(B)
(平成23年 3月期)

比 較 
(A)-(B) 

 

平成 23 年度 
通期予想値 

(12か月累計) 

経 常 収 益 1 34,728 35,018 △ 290  44,300 

①業 務 粗 利 益 2 26,032 28,001 △ 1,969   

コ ア 業 務 粗 利 益 ( ① － ② ) 3 26,476 26,608 △ 132   

 資 金 利 益 4 24,021 24,352 △ 331   

 役 務 取 引 等 利 益 5 2,232 2,301 △ 69   

 そ の 他 業 務 利 益 6 △ 221 1,347 △ 1,568   

 (②うち国債等債券損益) 7 △ 444 1,392 △ 1,836   

経 費 ( 除 く 臨 時 処 理 分 ) 8 19,483 20,661 △ 1,178   

 人 件 費 9 10,195 10,636 △ 441   

 物 件 費 10 8,339 8,863 △ 524   

 税 金 11 948 1,162 △ 214   

③業務純益(一般貸倒繰入前) 12 6,548 7,339 △ 791   

 コ ア 業 務 純 益 ( ③ － ② ) 13 6,993 5,946 1,047   

④一般貸倒引当金繰入額(△は戻入益) 14 ― △ 811 811   

業 務 純 益 15 6,548 8,150 △ 1,602   

臨 時 損 益 16 △ 198 △ 1,242 1,044   

 ⑤不良債権処理額(△は益) 17 △ 217 1,957 △ 2,174   

  うち個別貸倒引当金繰入額(△は戻入益)  18 △ 324 1,883 △ 2,207   

 ⑥一般貸倒引当金戻入益 19 1,778 ― 1,778   

 株 式 等 関 係 損 益 20 △ 1,691 1,364 △ 3,055   

 そ の 他 臨 時 損 益 21 △ 502 △ 649 147   

経 常 利 益 22 6,350 6,908 △ 558  6,300 

特 別 損 益 23 △ 279 △ 387 108   

 う ち 固 定 資 産 処 分 損 益 24 △ 98 △ 103 5   

 う ち 減 損 損 失 25 181 285 △ 104   

税 引 前 四 半 期 純 利 益 26 6,070 6,520 △ 450   

 法人税、住民税及び事業税 27 429 2,528 △ 2,099   

 法 人 税 等 調 整 額 28 2,563 436 2,127   

法 人 税 等 合 計 29 2,993 2,965 28   

四 半 期 ( 当 期 ) 純 利 益 30 3,076 3,555 △ 479  3,200 

       

与信関係費用(④＋⑤－⑥) 31 △ 1,995 1,146 △ 3,141   

(注)1. 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
2. 「金融商品会計に関する実務指針」(日本公認会計士協会会計制度委員会報告第 14 号)に基づき、平成 24 年３月期第１
四半期から、従来「特別利益」に計上していた「貸倒引当金戻入益」および「償却債権取立益」は「その他経常収益(臨
時損益)」に計上しております。 

○コア業務純益は、経費の減少を主因として、前年同期比 1,047 百万円増益の 6,993 百万円となりました。 

○経常利益は、与信関係費用が好転したものの、株式償却などの有価証券関係損益が悪化したことにより、

前年同期比 558 百万円減益の 6,350 百万円、四半期純利益は、479 百万円減益の 3,076 百万円となりました。

○当第３四半期の経常利益ならびに四半期純利益は、通期予想値に近い水準に達しておりますが、今後の証券市

場の動向や与信関係費用の増減など不確定要素が大きいことを考慮し、現時点で業績予想の修正はありません。
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2. 金融再生法開示債権(単体) 

 
(注) 記載金額は、億円未満を四捨五入して表示しております。 

 （単位：億円）  （参考）（単位：億円） 

  
 平成23年12月末

22年12月末比
平成22年12月末

 
平成23年3月末

破産更生債権及び 

これらに準ずる債権 
191 △ 32 223  222 

危険債権 410 57 353  392 

要管理債権 3 △ 2 5  5 

合  計（A） 604 23 581  619 

 

対象債権（B） 14,545 759 13,786  14,090 

不良債権比率(A)/(B) 4.15 % △ 0.06 % 4.21 %  4.39 % 

 

    当行は部分直接償却を実施しておりませんが、仮に実施した場合の債権額残高は次のとおりであります。 

 
 （単位：億円）  （参考）（単位：億円） 

  
 平成23年12月末

22年12月末比
平成22年12月末

 
平成23年3月末

破産更生債権及び 

これらに準ずる債権 
53 4 49  58 

危険債権 410 57 353  392 

要管理債権 3 △ 2 5  5 

合  計（A） 467 60 407  455 

 

対象債権（B） 14,407 796 13,611  13,926 

不良債権比率(A)/(B) 3.23 % 0.25 % 2.98 %  3.26 % 

 

3. 自己資本比率（国内基準） 

 
（参考） 

 平成 24 年 3 月末（予想値） 平成 23 年 3 月末 

連結自己資本比率 １２．３ ％程度 １２.２７ ％ 

連結 TierⅠ比率 １１．７ ％程度 

 

１１.４７ ％ 

 （注） 上記予想値は、経営環境に関する前提条件の変化等にともない変動することがあります。 

○平成 23 年 12 月末の金融再生法開示債権は、前年同月末比 23 億円増加し 604 億円となりました。

○不良債権比率は、前年同月末比 0.06 ポイント低下し、4.15％となりました。 

○平成 24 年 3 月末の連結自己資本比率は、前年度末程度の水準を確保する見込みであります。 

㈱秋田銀行(8343)平成24年３月期　第３四半期決算短信

－ 8 －



 

 
 

4. 時価のある有価証券の評価差額（単体） 

 

 （単位：億円） （参考） （単位：億円） 

平成２３年１２月末 平成２２年１２月末 平成２３年３月末 

時価 評価差額 評価差額 時価 評価差額  

  うち益 うち損

時価

 うち益 うち損   うち益 うち損

そ の 他 

有価証券 9,294 144 224 79 9,485 233 288 55 8,754 173 244 71

 株式 329 1 45 44 411 55 83 28 393 40 73 32

 債券 8,313 169 171 2 8,397 183 189 5 7,636 147 159 11

 その他 652 △ 25 7 33 676 △ 5 15 21 723 △ 15 11 26

(注)1．記載金額は、億円未満を切り捨てて表示しております。 

2．有価証券のほか、譲渡性預け金および貸付信託受益権等も含めております。 

3．満期保有目的の債券、時価のある子会社・関連会社株式はありません。 

4．金融資産のうち、変動利付国債については、実際の売買事例が極めて少なく、売手と買手の希望する価格差が著しく

乖離しているものについては、市場価格を時価とみなせないと判断し、経営者の合理的な見積りに基づく合理的に算定

された価額を時価としております｡ 

これにより、市場価格を時価として算定した場合に比べ、当第３四半期会計期間の「有価証券」中の国債は 1,923 百万円、

「その他有価証券評価差額金」は1,242百万円それぞれ増加し、「繰延税金資産」は680百万円減少しております。 

 

5． 預金、貸出金および預り資産等の推移（単体） 

 

 (1) 預金、貸出金の残高 
 （単位：億円） （参考）（単位：億円） 

  

 
平成23年12月末

22年12月末比
平成22年12月末  平成23年3月末

預金（譲渡性預金含む）

   期末残高 
23,679 951 22,728  22,731 

 うち個人預金 16,014 582 15,432  15,546 

貸出金 期末残高 14,422 772 13,650  13,972 

 うち個人ローン 3,019 28 2,991  2,979 

(注) 記載金額は、億円未満を切り捨てて表示しております。 

 

 (2) 預り資産等の残高 
 （単位：億円） （参考）（単位：億円） 

  

 
平成23年12月末

22年12月末比
平成22年12月末  平成23年3月末

投 資 信 託 517 △ 53 570  586 

公 共 債 557 △ 99 656  632 

生 命 保 険 942 136 806  817 

合 計 2,017 △ 16 2,033  2,036 

(注) 記載金額は、億円未満を切り捨てて表示しております。 

（以 上） 

○有価証券の評価差額は、前年同月末比 89 億円減少し、144 億円となりました。 

○預金は、個人預金の増加を主因として、前年同月末比 951 億円（4.1％）増加いたしました。 

○貸出金は、事業先および地公体向け貸出が増加したことを主因として、前年同月末比 772 億円

（5.6％）増加いたしました。 

○預り資産等の残高は、生命保険が順調に増加した一方、投資信託および公共債が減少したことか

ら、全体では前年同月末比 16 億円（0.7％）減少いたしました。 
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